
平成元年度定例講演

1.花 粉 と植 生

星 野 フ サ

花粉の化石なんて聴いたことないとおっしゃる方

も多いと思いますが、貴重な時間をお借 りして少

しお話できたのはとても幸運で した。あの日は娘

のピアノの発表会とだぶっていたものでそそ くさ

と帰 ってしまった りしてすみませんで した。

最近は自然保護の運動が活発で開発 しないでそ

のまま残そうとす る動きがとても強い風潮にあ り

ます。昨秋テ レビでブータソの植物の紹介がNH

Kで 放映 されました。 ロー ソクのように林立する

変わった植物の紹介とその保護のことも述べられ、

胸を打たれ ました。私の郷里の中小屋 も幼少の頃

にあっためずらしい植物は私の知 らぬ間に殆どな

くなり、ガッカリしているこの怒 りをどこにぶつ

けたらよいのか……?

前回 もちょっと書いたと思 うのですが、植物を

保護する立場と春先に山菜を食べることとのバラ

ソスを誰がどのように庶民に知 らせて行 くのかが、

会講 演要 旨(4月)

むずか しいところだとつ くづ く思 うのです。滅び

て しまわない程度に自然植生を残す ことが庶民に

どれ位できるのか?庶 民にでぎないことだとする

と誰がそのことを教育 していくのか指導するのか

ということが問題になると思います。

実際問題 として、中小屋の湿原に咲 き乱れてい

た花々が全てな くなって水田や畑になって しまっ

た部分を、帰省 した時見ると幼少の頃それをいつ

も見ていた人間にとって、ひどく残念だと思 うの

は私だけではないと思います。ところが、この湿 一

原の表層に穴をあけて地面の部分か ら深いところ

まで、どのように含まれている化石が変化 してい

るかを調べてみると人が開発するより旧い時代に へ

植生 が 自然 に変化 してい ってい ることがわ か った

のです。

第1図 の試料番号が大 きい方が古 くて 、上にい

くほど新 しいのです。 この データーは北広 島の砂

利採取場 のあた りで入手 した もので40万 年位 前 と

かの 中国で は シナ ソ トロプスや ピテカ ソ トロプス

がいた ころとかの 古い時代の ものなのです。 この

付近の 自然植 生が時代がたつ につれて変わ ってい

ること。
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第1図 北広島砂利採取場の近 くの露頭から得られた花粉胞子(大 江1972)
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試料番号32と31の 間での急激な植生の変化は、こ

こで土地の隆起浸蝕があったので途中のものがけ

ずられてな くなって しまったことによるのです。

このことは1970年 ころにはわかっていませんで し

た。また、この図から自然植生を自然に変化 して

行 くのにさか らって保護することのむずか しさが

よ くわかると思います。

第2図 には、栗山付近の第4系 から産出 した花

粉胞子の写真を示 しておきました。

第2図 化石花粉(栗 山町の第4系)〈 星野・伊藤・矢野 ユ986>
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第4図 に示 したのは植 物友の会の講演 の時に少

し話 して いた月形 町南新 田の水 田排水溝 か ら得 ら

れ た花粉 ダイ ヤグラムです。試料採取地点 を第3

図 に示 してお きました。

試料 番 号60～90は 伽7cπ3コ ナ ラ亜 属 が優勢 で

針葉樹 は殆 どみ られ ません。試料番 号65と70の 間

の}℃ 年代は2000±:80(1950年 よ りの年数)50B.C.

(Gak-14237)で あ り、 この年代 か らみて 、キ

リス トが生 きていた ころ?の 月形 町の周辺植生 を

示 して いると考え られ ます 。

第3図 篠津原野西縁部、月形町南新田の水田排水溝
における花粉分析試料採取位置(x印)
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第4図 月形町南新田水田排水溝の花粉 ダイヤグラム

試料番号30～55は 、41㎜5ハソノキ属が多 く次に

多いのはQ麗7α65コナラ亜属であり、少量の勲g螂

ブナ属花粉が産出しています。

試料番号1～25はF短 短榔 トネリコ属が優勢で

Q麗γc麗コナラ亜属とノ41脇ハソノキ属が目立ちま

す。

以Lの 花粉変遷からみて気候的には現在とほぼ

同じと考えられますが詳細は別に報告 します。

わか りにくいことを書いて しまいましたが、こ

のようなことを考えている私にとりまして植物友

の会の会合は本当に意義深いものなのです。巡検

の葉書を出された りその都度案内される原先生 ・

日野間さん ・伊藤先生には本当に感謝 してお り

ます。

r
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